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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

H21年度

10月 特別措置申請書

 

作成東大先端研

相談

8月 特別措置申請について相談東大先端研

メール

特別措置申請書

 

提出

読み上げ，代読による対象

 

者の効果実証に関する論

 

文（2007年をエビデンスとし

 

て添付

センター

診断書を得る主治医

「症状は慢性的なものであり，治ることはない」
「24時間継続する（時間的な変化はない）」と記述を追加．
そのため，「時間延長」と「代読者」が必要である旨，明記．

東大先端研

論文提供

11月下旬 センター
他に提出できる資料は

ないか問われる
電話

テスト結果を資料としてFAX東大先端研

・VPTAテスト実施
・結果を評価・文書化して提供

センター

12月 センターセンター措置決定通知

・文字解答（1.3倍）（別室）（連続方式）→○
・拡大文字問題冊子の配布→○
・色ペンの持参使用→○
・試験時間中のヘッドホンの装着→○
・リスニングにおいてヘッドホンの持参使用→○
・リスニングにおいてCD使用→○
・試験問題の代読→×
・試験時間延長→1.5倍×，1.3倍○
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

センター試験

 

受験
2010 
1月

12月 代筆者用の時間割が届く センター

・「試験時間延長→数学のみ1.5倍，その他は1.3倍」と明記

・数学の時間について，対象者（1.5倍）と会場（1.3倍）の間で認識の食い違い．
・会場スタッフから「本部に電話しますから部屋を出ないでください」と言わ
れる．

・電話後，会場スタッフから「1.3倍で受験するか，センターと直接電話するか
選択してください」と言われる．

・会場からセンターへ電話．話し中のため，40分〜50分足止め．
・センターから，「自分たちのミスであるため，1.5倍で今から受験をしてくだ
さい」と回答．

・予定から1時間遅れで数学を受験（1.5倍）
・休み時間は携帯電話を没収され，監視されている状態．トイレも同行．
・20時に全科目終了．
［感想］
・解答用紙では，左側に問題のナンバーがふられているため，左半側空間無視
，視野狭窄がある対象者には認識困難．

・解答用紙の選択に手間取るため，選択科目以外の用紙は外してほしい．

会場

2月
特別措置に関する問合せ

私立A大学

入試課
電話

障害・措置内容について
ヒアリング

・7〜8人のスタッフを前に，自らの障害について説明
・措置申請の希望を伝えた

措置決定通知書
私立A大学

入試課
3月

・ヘッドホンの使用→○
・時間延長→1.5倍×，1.3倍○
・拡大問題冊子使用→○
・指定したテキスト変換→×
・PCによる音声読み上げ，代読→×
・下書き用紙の準備→○
・マークシートではなく筆記による解答方式→○
・色ペン，マーカーの使用→○
・試験中，左手に手袋の使用→○
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

3月 私立A大a学部（センター利用）

 

受験
不合格

私立A大a学部（一般）

 

受験 不合格

私立A大b学部（センター利用）

 

受験
不合格

私立A大b学部（一般）

 

受験 不合格

私立B大c学部（センター利用）

 

受験
不合格

私立B大d学部（センター利用）

 

受験
不合格

通信制C大学

 

受験 合格

D専門学校

 

受験 合格

4月 通信制C大学

 

入学

D専門学校

 

入学
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

公的施設にてグループ訓練

2004
（高1）冬

部活中に脳挫傷

2004
（高2）春

復学

2006
1月〜6月

8月〜12月 就職・辞職

高校卒業

秋〜冬 願書入手せず

理由：入手方法がわからない．
どこに電話したらいいかわからない．
出願期限がわからない．

未申請・未受験

2008夏 東大先端研 特別配慮申請を知る

センター別冊取寄せを依頼 センター

10月 高校卒業証明書を取りに行く

受験断念
前日に出願期限が終了したこと
を知らされる

事例13：外傷性脳損傷による高次脳機能障害．記憶障害，注意障害，遂行機能障害がある．
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

申請書類作成（下書き完成）東大先端研

申請書類作成（清書完成）

下書き時に記述していた「セン

 

タースタッフから時間延長を勧

 

められた」を，清書時に未記述

 

で提出してしまう．
理由：他のミスに注意をとられ

 

ている内に，記述を忘れた．

清書時の大切な記述ミスに気づく

2009

夏
センター別冊をもらいに行く 公立A大東大先端研

アドバイス

卒業証明書を取りに行く

センタースタッフと会話
「センターへ電話してみたら？」
とその場で電話をする

進路部長

「どういった措置がお願いできますか？」
・Q&A形式で障害について説明

・別室受験の希望を伝えた
↓

スタッフから時間延長を勧められた

センター

9月〜10月

措置申請用紙作成について

 

確認・相談
センター

複数回

10月10日 申請の時期であると
連絡を得る

東大先端研

アドバイス

申請内容チェック

センター

提出

診断書を得る主治医

［検査の結果だけを提出すると，
時間延長は認められないだろう」
と判断し，「時間延長が必要」
と診断書に記載

特別措置について相談
公立B大

（入試課？）
複数回
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2月上旬

センター試験

公立B大受験断念

4月 浪人

12月

時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

センター措置決定書

・時間延長1.5倍→×
・別室受験→○12月末

センターへ問合せ

東大先端研

「センターへ電話して別室の状況を
聞いた方が良い」とアドバイス

2010年
1月始め

センター

指定された会場では，対象者以外は全

 

員
女性である，と告げられる

［会場］
別室に対象者1名
部屋の前方に監督者2名
部屋入口（廊下）に1名

診断書（二次用）を得る

公立B大スタッフと会話
「公立B大へ電話してみたら？」

とその場で電話をする

主治医

「措置申請期限を過ぎており，出願期限自体すでにぎりぎりであるため，

 

早く送付するように．しかし，別室は今からでも対応可能であるため受

 

け入れます．時間延長は検討するのに時間がかかるため，受け入れ

 

不可と思った方がいいが，とにかく早めに書類の提出をお願いします．

 

そのときには診断書をとってきた方がいい（その方が受け入れ可能性

 

があるため）．」

公立B大

特別措置について相談
公立B大

（入試課？）

申請内容及び認可状況について
報告．その上で，時間延長1.5倍

と別室受験の希望を告げる．
→申請書類を提出してください

［試験］
終了何分か前に，本来数学IA受験の

 

予定が，間違えて数Iを解いたことに

 

気づき，回答を全て消去．消しきれず，

 

提出．（結果，3点）

理由：振込・提出期限を一日遅れた

出願できる私大を探す

私大願書取り寄せ（2〜3校）

私大受験断念 それぞれ，出願期限をまちがえる

センター
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と結果申請先

2007

 

春

5月

公立A高校入試

合格・入学

2009
3月 私立A大希望を告げる進路科教員

私立A大希望を相談

私立B大希望を相談

指定校推薦のリストを渡される

母

進路科教員
私立A大

 

学生課スタッフ

（進路科対象の説明会）

・自宅通宅の身体障害者への対応歴あり
・一人暮らしの身体障害者は対応なし
・「卒業生のなかで，肢体不自由（中途
障害）で教員になった人がいる」

・フェロー制度はある
・対象者入学の場合，専門委員会立ち上
げの必要を示唆する

オープンキャンパス（私立A大）8月

8月末 三者面談で私立A大への

進学希望を相談
担任

私立A大

入試課

「指定校推薦枠に
通っても，合格とは
限らないですよ」

母

東大先端研

メールで相談

電話

事例14：中途障害による肢体不自由（左半身麻痺）のため，手動車椅子を使用．筆記および動

 

作全般に困難がある．高次脳機能障害．構音障害．
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時期 情報源・協力者 対象者の行動 申請内容と
結果

申請先

10月中旬

9月始め

担任

私立A大

入試課
「このような障害をもった学

 

生が希望してるがよいか？」

 

と相談

私立A大へ指定校推薦決定

入試課
課長

担任

・どのような学生か？
・障害の程度
・ひとり暮らしを懸念

両親

私立A大入試課課長

来校

入試課
課長

「授業体験にきてください」

1週間〜10日後

私立A大

 

授業体験

英語（90分×2コマ），ビジネス（90分）

母

（同行）

11月 私立A大

 

受験（面接）

・英語の小テスト
・海外短期研修の内容について発表

担任

電話

電話

電話

対象者の学校生活を見学

私立A大

 

授業体験について

 

告げられる

2010年4月 私立A大 入学

合格
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